
（特非）　石川県自然史センター

自然環境調査に関する「いしかわ自然史塾」
人材養成プロジェクト

 石川県活動地域

受講生 15 人 

自然史調査員認定 12 人

今年度計画の達成度 100 ％

全体計画の達成度 70 ％
活動内容と成果
① いしかわ自然史塾講座は、新型コロナウイルス禍で
あったが、6講座を計画通り実施した
　 今年度は、残念ながら高校生の受講生はゼロだった
が、レベルの高い元教師の方々を含む15人の参加が
あり、出席率も高く、12人を自然史調査員として認定
した
② 自然史ネットワーク構築の意見交換会は、新型コロ
ナウイルス禍のため開催できなかったが、代わりに
手作りの「いしかわ自然史塾ネットワーク通信」を3
回発行し、これまでの修了生（自然史調査員を含む）
30人との地域情報の共有と連携を深めることができ
た課　題

① 地域の環境に精通した指導者の育成
② 地域の自然保護関係者の連携不足

目　標
① 3か年計画でいしかわ自然史塾を開講し、自然史調
査員を30人認定する
② 自然史塾の修了生を核とする新しい自然史ネット
ワークの構築を目指す
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七尾市中島町の唐島神社横で集合した受講生七尾市中島町の唐島神社横で集合した受講生

ワークパル七尾の会場での座学ワークパル七尾の会場での座学

3年目は、加賀地区を中心に受講生を募集する予定で、講師、会場、野外実習地を調
整中であり、募集にあたっては、加賀地区の高等学校の生物部会の先生等への働き
かけを行い、高校生の受講参加を積極的に進める。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
自然史ネットワークの意見交換会は
実施できなかったが、「いしかわ自然
史塾ネットワーク通信」便りを3回発
行し、連携を図った。

■工夫した点
新型コロナウイルス感染対策とし
て、広い研修会場を使用し、実習地
への移動も極力大型バスを手配し
た。

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目


